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2010(H22)年度6年生総合試験問題

１仮性球麻押による開鼻声、椛音障害が生じた患者に、経口摂取ができるか確認するため、最初に

試す食事形態はどれか。

ａ水分

ｂ パン

ｃ三分粥

ｄ五分粥

ｅ 全粥

６腎機能検査について正しい組合せはどれか。

aFishberg濃縮試験

ｂ腎血 薬 流 量 一

ｃ糸球体澗過堂一

ｄ遠位尿細管機能検

ｅ近位尿細管機能検

尿尿ｐＨ

血清クレアチニン

イヌリンクリアランス

尿中β２ミクログロブリン

パラアミノ馬尿酸ソーダ＜PAH＞クリアランス

インフルエンザ ･高血圧
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メチル水銀

カドミウム
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７陽圧換気の呼吸循環に対する影響で正しいのはどれか。

ａ腎血流の増加

ｂ胸腔内圧の低下

ｃ心拍出量の低下

ｄ頭蓋内圧の低下

ｅ静脈環流の増加

２寝たきりになる原因として最も多いのはどれか。

ａ転倒骨折

ｂ肺炎

ｃ認知症

ｄ悪性新生物

ｅ脳血管障害

８組合せで誤っているのはどれか。

ａヘリコバクター・ピロリー

ｂエプスタイン・バーウイルヌ

一胃癌３経腸栄養療法の適応となる疾患はどれか。

ａ肝硬変

ｂ腸結核

ｃ腸閉塞

．急性l華炎

ｅ潰癌性大腸炎

一上咽頭癌

一陰茎癌

一肺癌

一肝細胞癌

10放射線照射による医原病でないのはどれか｡

ａ白血病

ｂ白内障

ｃ皮間癌

ｄ皮間炎

ｅ肺気腫

ｃヒトパピローマウイルス

．サイト メガロウイルスー

ｅＢ型肝炎ウイルスー

流行性耳下腺炎
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冷八

９原因物質と疾患との組合せで正しいのはどれか。 ２つ選べｃ

肝がん４学校感染症において､感染症と登校を許可するまでの期間について正しい記載はどれか｡２つ選べ。

解熱
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解熱後２日経過するまで

熱後2日経過するまで

５敗血症性ショックの症候でないのはどれか。

ａ血圧低下

ｂ体温上昇

ｃ尿量減少

ｄ徐脈

ｅ頻呼吸

すべての獅皮が消失するまで

耳下腺の腫脹の消失まで

ベン ゼン

疹
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６価クロム

白血病

肺がん

気管支端息

一解疹麻
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後２日経過するまで
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

１５投影法人格検査はどれか。

aMinnesota多而人格検査くＭＭＰＩ＞

ｂウィスコンシンカードソーイングテスト＜ＷCST＞

ｃ簡易精神症状評価尺度くBPRS＞

dMini-MentalStateEx負'一nimtion＜ＭＭＳＥ＞

eRorschaChテスト

１１豚臓について正しいのはどれか。

ａ陣液のpH値は約４である。

ｂ陣は主に門脈からの血流をうける。

ｃｲﾝｽﾘﾝは腺房細胞で合成される｡

ｄ副陣管は大十二指腸乳頭に開口する。

ｅランゲルハンス島は内分泌組織である。

１６前庭系の感覚器のうち、垂直方向の直線加速度を感受しているのはどれか。

ａ前半規管

ｂ外側半規管

ｃ後半規管

ｄ卵形嚢

ｅ球形雲

１２交通事故により搬送されてきた傷病者の尿写真を示す。考えられる病態を２つ選べ。

１４電解質異常とその症状の組合せのうち誤っているのはどれか。

ａ 気胸

ｂ肝損傷

ｃ上腕骨骨折

ｄ下腿骨骨折

ｅ広範な筋挫滅

１７失神発作を来すのはどれか。２つ選べ。

ａ 肺 動 脈狭窄症

ｂ大動脈弁狭窄症

c僧帽弁閉鎖不全症

ｄ三尖弁閉鎖不全症

ｅ大動脈弁閉鎖不全症
傷病者の尿

１８疾患の発症要因としての遺伝子因子と環境因子の関係の図を示す。

＊印に該当するのはどれか。２つ選べ。

１３正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ電離放射線によるがんの誘発は確定的影響である。

ｂ電離放射線による白内障は晩期障害の一つである。

ｃ電離放射線による奇形の誘発は妊娠初期におきやすい。

ｄエックス線検査は月経開始後１０日以内に行わない。

ｅグレイ＜Gy＞は放射線防誰のために用いられる線量の単位である。
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遺伝子因子と環境因子の関係図

高ナトリウム血症

低ナトリウム血症

師
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低カルシウム血症
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けいれん

筋緊張

脱力

手指のしびれ

－１０２－３－

高カリウム.血症

低カリウム血症



２３疾患と遺伝形式で正しい組合せはどれか。
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

２４優位半球の角回の障害による症候でないのはどれか。

ａ視覚性運動失訓

ｂ左右識別障害

ｃ手指失認

ｄ失計算

ｅ失書

１９脈管の走行について正しいのはどれか。

ａ閉鎖動脈は内陰部動脈から分かれる。

ｂ膳動脈素は外腸骨動脈から分かれる。

ｃ梢管動脈は内腸骨動脈から分かれる。

。精巣動脈は内腸骨動脈から分かれる。

ｅ下直腸動脈は腹大動脈から分かれる。

２５生後10か月の児に認められる反射はどれか。２つ選べ。

aBabinski反射

ｂ吸てつ反射

ｃパラシュート反射

dMoro反射

e緊張性頚反射

２０房水の流れについて正しいのはどれか。

ａ毛様体→後房→前房一し瞳孔→線維柱帯

ｂ毛様体→後房→瞳孔→前房→線維柱帯

ｃ毛様体→前房→後房→瞳孔→線維柱帯

ｄ毛様体→前房→瞳孔→後房→線維柱帯

ｅ毛様体→瞳孔→前房→後房→線維柱帯

２６心肺機能停止状態の患者に対して医師の指示があっても救急救命士が行えない処世はどれか。

ａ電気的除細動

ｂアドレナリン投与

ｃ胃洗浄及び胃内容物の吸引

ｄ器具による気道確保、気管挿管

ｅ乳酸リンゲル液を用いた静脈路確保

２１類白血病反応で出現し、最も大きな血球はどれか。

ａ骨髄球

ｂ骨髄芽球

ｃ前骨髄球

。梶状核好中球

ｅ分葉核好中球

２７Ｂｉshopスコアの項目でないのはどれか。

ａ子宮口開大度

ｂ頚管展退率

ｃ先進部下降度

ｄ頚管硬度

ｅ破水 の有無

２２胎児血液について正しいのはどれか。

ａ有核赤血球数は成人より少ない。

ｂ胎児赤血球の寿命は長い。

ｃ胎児ヘモグロビンは酸素親和性が低い。

ｄ妊娠中期は１／３が成人ヘモグロビンである。

ｅ胎児血色素は１７～２０９/ｄｊである。
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常染色体劣性遺伝aHunter病

bMarfan症候群一

ｃ口唇・口蓋裂

ｄ血友病

ｅメープルシロップ尿症

Ｘ染色体連鎖'性劣性遺伝

多因子遺伝

Ｘ染色体連鎖性優性遺伝

常染色体優性遺伝

－１０２－６－
－１０２－５－
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

３１妊婦で循環血液量が減少するのはどれか。

ａ双胎妊娠

ｂ血液型不適合妊娠

ｃ妊娠高血圧腎症

．妊娠糖尿病

ｅ切迫早産

２８図はニツスル染色により染め出された神経細胞を示している。

矢印で示される濃染物は次のどの細胞小器官に対応するか。

保健所の設置

－．鐸遜裂1.,激.’ドａミトコンドリ ア

ｂ粗面小胞体

ｃライソゾーム

ｄ中心体

ｅゴルジ装置
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３２救命救急センターに搬送され､死亡が確認された症例について異状死でないのはどれか｡２つ選べ。

ａ諸検査で診断がつかなかった。

ｂ外傷性の<も膜下出血と診断された。

ｃ急性心筋梗塞の治療中、心破裂を合併した。

ｄ急性大動脈解離による心タンポナーデと診断された。

ｅ交通外傷で搬入され、経過中に重度の肺炎を合併した。
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３３国際生活機能分類（ICF）で誤っているのはどれか。

ａ機能障害（impairment）には精神障害が含まれる。

ｂ国際障害分類（ICmH）が改訂されてできたものである。

ｃ生活の質（qualityoflife）の低下は障害による経済的困窮により導かれる。

ｄ活動制限（activi可limitations）とはADLに支障をきたしている状態である。

ｅ参加制約（participationrestrictions）とは身体機能の低下のため社会に参加できない状態の

ことである。
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２９現在の日本の法律について正しい組合せはどれか。

バンコマィシン

シプロフロキサシン

医療法

健康増進法

母子保健法

死体解剖保存法
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アミカシン

アミカシン

国民‘健康・栄養調査

人工妊娠中絶

－１０２－７－

３４正しいのはどれか。

aLeopold診察法２段で胎向がわかる。

bBishopスコアの最高点は10点であるｃ

ｃ妊娠24週以降は1週ごとに健診する。

ｄ恥骨が胎児下降度の迦梨gになる。

ｅ児頭は第３回旋で屈曲位をとる。

|臓器移植一

シプロフロキサシン

バンコマイシン

公害対策基本法公害の原因者負担の原則

－１０２－８－

３０医療施設について正しいのはどれか。

ａ診療所は患者の収容施設を持たない。

ｂ精神科病院のほとんどは公的病院である。

ｃ地域医療支援病院は、地域のかかりつけ医を支援する。

ｄ病院のうち、１００床以下の病院が半数以上を占めている。

ｅ特定機能病院として承認されているのは医学部附属病院である。

３５「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」でいう薬剤耐性緑膿菌感染症の診

断に用いられる抗菌薬の組合せを示す。

正しいのはどれか。
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クラリスロマイシン

シプロフロキサシン

アミカシンクラリスロマイシンシプロフロキサシン

イミペネム

イミペネム



3６直ちに専門施設への搬送を考慮するのはどれか。２つ選べ。

ａ右大腿屈側のⅢ度熱傷

ｂ両上肢の浅在性Ⅱ度熱傷

ｃ体表面積の30％のsunburn

d会陰部を中心とした深在‘性Ⅱ度熱傷

ｅ小児の背部、両上肢の浅在性Ⅱ度熱傷

３７地域保健について正しいのはどれか。

ａ特定健康診査の実施責任は都道府県知事にある。

ｂ介護老人福祉施設は家庭復帰のための施設である。

ｃ特定健康診査の対象となる年齢層は４０～74歳である。

ｄ腹囲の測定を行う健康診断は特定健康診査のみである。

ｅ地域包括支援センターは介護保険の施設サービスを提供する。

３８一次予防はどれか。

ａ糖尿病患者への食事指導

ｂ新型インフルエンザ患者への投薬

ｃ季節性インフルエンザ流行前の予防接種

ｄ社会復帰をはかるための骨折治療後のリハビリテーション

ｅがんに催患し完全に寛解した人に対する転移の早期発見のための検査

３９わが国の死因順位で第１０位までに入らないのはどれか。２つ選べ。

ａ老蓑

ｂ結核

ｃ糖尿病

．腎不全

ｅ慢性閉塞性肺疾患

Ｆ司
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４０ＷＨＯの提唱するプライマリヘルスケアの具体的業務に含まれないのはどれか。

ａ必要医薬品の確保

ｂ高齢者福祉の充実

ｃ安全な水の十分な供給

．一般的な疾病と傷害の適切な処置

ｅ家族計画を含む母子健康サービス

－１０２－９－
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４１生後30日の乳児。ｌか月健康診査を受けにきた。児は、在胎38週、出生時体重2,9809,Apgar

スコア９点（１分値）で出生した。現在､栄養は完全母乳で１日に８，９回哨乳している。来院時、

体重は317009であった。眼球結膜に黄染を認める。便は１日５，６回、緑黄色軟便～水様便で酸臭

がする。母親は、黄恒、水様便、体重増加不良などに不安を抱えている。

今後の栄養法について最も適切な指導はどれか。

ａ人工栄養に代える。

ｂ離乳食を始める。

ｃ母乳栄養を続ける。

ｄ無乳糖乳に代える。

ｅ大豆乳に代える。

４２５８歳の男性。ウイスキーのボトルを２本飲み干したのち急激な上腹部痛を訴え来院した。血清

アミラーゼ値は2,560Ｕ/ノ（正常３７～ｌ２５Ｕ/Dであった。入院加療していたが翌日の血液検査所

見では､血小板数４５万､PT-mRは183（正常1.00以下)、FDP値は120蝿/ｍノ（正常4.9且g/ｍｊ以下）

を示した。出血症状は認めていない。

次に行うべき処置として正しいのはどれか。

ａ陣切除術

ｂ利尿薬 の 投 与

ｃ低分子へパリンの投与

ｄ経皮経肝胆道ドレナージ

ｅ内視鏡的逆行性陣管造影

４３５０歳の男性。開口障害を主訴に来院した。自動車修理工場に勤務しており、錆びたネジをくわ

えながら仕事をしていることが多い。１週前から微熱が続き、昨日から開口障害と雌下障害も出

現した。意識は清明。顔貌はやや苦悶様である。

直ちに行うべきことはどれか。２つ選べ。

ａ患者 の隔離

ｂ自宅の消毒

ｃ保健所への届出

ｄ破傷風トキソイドの投与

ｅ抗破傷風ヒト免疫グロブリンの投与

１０２－１０－
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

４４４５歳の男性。頚部リンパ節生検で非ホジキンリンパ皿と診断された。リンパ節の腫傷細胞の表

面抗原は、ＣＤ５，ＣＤ19、CD20が陽性、CD3、ＣＤ４，CD8、CD25が陰性であった。Ｉ田c抗体陽性、

HCV抗体陰性。リツキシマブ（抗CD20抗体）を含む多剤抗ガン薬治療６コース施行を予定した。

今後、ウイルス再活性化により起こりうるのはどれか。３つ選べ。

ａ認知症

ｂ削症肝炎

ｃ帯状庖疹

ｄ進行性多巣性白質脳症

ｅ亜急性連合性脊髄変性症

４７８歳の男児。右足底の色素斑を主訴に来院。約２年前に気がついたが放置していた。しかし、

最近テレビや新聞などで見て悪性黒色皿のことを知り、心配になったため来院した。右足底の写

真を示す。

検査器具の写真を示す。診断に有用なのはどれか。
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４５６６歳の男性。数日前から黒色便が出現していたが、本日突然吐血を来したため、救急車で搬送

された。来院時の上部消化管内視鏡写真を示す。

内視鏡治療として正しいのはどれか。 ～島

伊

戸
ａ内視鏡的結紫術

ｂレーザー照射術

ｃ粘膜下層剥離術

ｄエタノール局注法

ｅヒータープローブ焼灼

右足底の写真

可
〃
侭
竿

４６５７歳の男性。血液型はＡ型Rh(+)。１０年前に糖尿病を指摘されていたが放置していた。最近、全

身倦怠感と下肢の浮腫がひどくなったため来院｡受診時血清クレアチニン値が6,7ｍｇ/dJであった。

内科医に透析導入の可能性についても話をされ、泌尿器科において腎移植について話を聞きたい

と、血液型O型Rh(+)の55歳の妻と、血液型Ａ型Rh(+)の85歳の母を伴い来院した。

この男性にとっての腎移植について正しいのはどれか。

ａ妻からの腎移植は法律違反なので出来ない。

ｂ糖尿病があるため、腎移植は適応にならない。

ｃ妻からの移植は血液型が異なるので出来ない。

ｄ高齢者の母からの移植は長期正若が望めない。

ｅ透析導入前のため法律的に腎移植は出来ない。

－１０２１１－
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上部消化管内視鏡写真
回｜｜回川圃｜回’’百

心

検査器具の写真

４８３５歳の男性。２０歳時に統合失調症を発症し、過去に３回の入院歴がある。ここ数年は症状が安定

し就労していたが34歳時に幻覚妄想が再燃し４回目の入院となった。入院から６か月が経過し状態

は安定し日常生活も自立していることから主治医は自宅への退院を考えているが、患者は対人関係

をうまくとることができないため、一般社会ですぐに働くのは困難と判断している。

退院後、患者が利用するのに適切なのはどれか。

ａデイケア

ｂ援謹寮

ｃグループ ホ ー ム

ｄ訪問リハビリテーション

ｅショートステイ
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４９４５歳の男性。原子力発電所職員。原子炉の放射線漏れにより全身被ばくし約２時間後に搬送され

た。被ばく線逓は４．０Ｇｙと推定された。悪心、Ｉ厘吐、軽度の発熱および頭痛を認めるが、意識は

清明である。

この患者のエックス線被ばくによる早期障害を評価するために有用な検査はどれか。２つ選べ。

ａリンパ球数

ｂ赤 血球 数

ｃ染色体分析

ｄ 視力 検査

ｅ頭部CＴ

５２１０か月の乳児。２日前からの11匠吐と下痢、傾眠傾向を認めて救急搬送を

激にわずかに反応するが、泣き声は弱々しい。11乎吸音は正常で、陥没呼吸

顔色は蒼白で、呼吸数45/分。心拍数170/分。血圧は８０ｍｍＨｇであった。

らの11匠吐と下痢、傾眠傾向を認めて救急搬送された。来院時、痛み刺

泣き声は弱々しい。11乎吸音は正常で、陥没呼吸や鼻翼呼吸は認めない。

考えられる病態はどれか。

ａ心原性ショック・

ｂ閉塞性ショック

ｃ敗血症性ショック

ｄ神経原‘性ショック

ｅ循環血液:量減少'性ショック

6か月前から右足第１指の爪周囲に癌痛を伴った腫脹がみられた。 その後、次第に５０２８歳の女性。６か月前から右足第１指ｃ

爪周囲が盛り上がり写真のようになった。

正しいのはどれか。

ａ不良肉芽を認める。

ｂ肥厚性癒痕である。

ｃケロイドに移行する。

ｄ一次治癒が見込まれる。

ｅ組織の炎症所見は認められない。

で
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に
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－１０２－１４－

写真

５１２８歳の初産婦。妊娠38週に腹痛と出血を主訴に受診した。内診所見は子宮口開大４ｃｍ、展退

６０％、児頭下降度sp±0、子宮口の位置は中央で硬度は中等度軟であった。Ｂｉshopスコアは何点か。

ａ４

ｂ６

ｃ８

ｄｌＯ

ｅｌ２

－１０２－１３－
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５３本患者で認める神経学的所見はどれか。

ａ核下性眼球運動障害

ｂ核上性眼球運動障害

ｃ核性眼球連動障害

ｄ動眼神経麻揮

ｅ眼球運動失行

次の文を読み、５３～55の問いに答えよ。

６８歳の男性。右利き、転倒を主訴に来院した。

現病歴：４年前から歩行時に転倒するようになり、２年前から体のこわばりを自覚し、動作も緩慢

を家人に指摘されたため受診した。手指振戦はない。

既往歴、生活歴、家族歴：特記すべきことはない．

現症：意識は清明であるが、表情は乏しく、瞬目も低下している。小声である。瞳孔は３ｍｍ，

左右同大、対光反射迅速。眼球運動は垂直注視が障害されているが、前庭眼反射は保たれ

ている。側方注視制限はない。眼振もない。四肢で筋固縮を認めるが、頚部により強い固

縮を認める。振戦は認めない。深部反射は異常なく、Babinski反射も陰性。動作は緩慢で

あるが、協調運動障害はない。歩行は不安定で、姿勢反射障害を認める。体温36.4℃、脈

拍６０/分。血圧120/７０ｍｍＨｇ。その‘他異常なし。

検査所見：尿所見：蛋白（一)、糖（－)。

血液所見：赤血球４５０万、Ｈｂｌ２５ｇ/dj、Ｈt35.5％、白血球8,400、血小板１７万、血液生化学：血

糖１１７ｍｇ/dZ、総蛋白７．５９/dJ，尿素窒素１３ｍｇ/dJ、クレアチニン０．８ｍｇ/dﾉ、総コレ

ステロール２２０ｍｇ/ｄｊ、トリグリセリド１４０ｍｇ/dﾉ、総ピリルビン０．２ｍｇ/dJ、ＡＳＴ２４

ｍ/Z，ＡＬＴ３２１Ｕ/ｊ、LD1471U/Ｉ（基準：119-229）、CK1361L/Z（基準：60-247）

５４種々の神経疾患の頭部MRIT1強調画像矢状断を示す。

本患者に特徴的な画像はどれか。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

ＢＡ

－１０２－１６－
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５５本疾患に特徴的な所見はどれか。

ａ認知症を合併する。

bL-dopaが有効である。

ｃ後頭葉の血流が低下する。

ｄＭ田G心筋シンチで心筋の取り込みが低下する。

ｅ頭部MRIＴ２強調画像で、被殻に高信号域を認めるｃ

－１０２－１５－

霞癖
Ｅ

頭部ＭＲＩＴ１強調画像矢状断
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５６疑われる疾患はどれか。

ａ潰傷性大腸炎

ｂクローン病

cCronkhite-Canada症候群

ｄ家族性大腸腺腫症

ePeutz-Jeghers症候群

次の文を読み、５６～58の問いに答えよ。

１８歳の男子。下血を主訴に来院した。腹痛や排便時の姪痛は認めなかった。

現病歴:２か月前より、時々排便時に出血（新鮮血）を認めたが、腹痛等がないため放置していた。

既往歴：特記すべきことなし

家族歴：父健康、母２６歳時大腸癌で死亡。１７歳、１５歳、１４歳の３人の弟がいるが、検査歴なし。

母方の家系において35歳時、３７歳時に２人大腸癌で死亡している。同家系で、十二指腸乳

頭癌の患者もいる（詳細不明)。

現症：身長172ｃｍ、体重58kｇ（体重減少なし)。体温36.8℃・脈拍72回/分、整。血圧110/62．眼

険結膜の貧血なし。腹部は平坦で、腸嬬動音は正常である。打診と触診で異常所見は認め

ない。

検査所見：血液所見：赤血球425万、Ｈｂｌ４２ｇ/dZ、Ｈt42.7％、白血球5,200、血小板２８万。血液

生化学所見：総蛋白７．５９/dj、アルブミン４．１９/dJ，ＡＳＴ１８１Ｕ/J，ＡＬＴ２２１Ｕ"･免疫

学所見:CRP＜0.1ｍｇ/dﾉ､CEA49ng/ｍノ（基準5.0以下)。大腸内視鏡検査写真を示す。

５７この疾患で正しいのはどれか。

ａ遺伝形式は明らかでない。

ｂ手足に色素沈着を認める。

ｃステロイド治療が第１選択となる。

。蛋白漏出性胃腸症の併発が見られる。

ｅデスモイド腫傷を合併するものをGardner症候群と言う。

蟹

〆
爾
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か
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Ｆ
１

５８患者への説明として、正しいものはどれか。

ａ遺伝性疾患ではないので、兄弟の検査をする必要はありません。

ｂ他の消化管の検索も行なう必要があります。

ｃ大腸全摘術を行なえば、今後癌の合併はありません。

ｄ手術よりも、内科的治療を先行しましょう。

ｅ指の変形が強くなることがあります。
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大腸内視鏡検査写真
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次の文を読み、６２～64の問いに答えよ。

３２歳の１回経産婦が妊娠30週３日に下腹部痛と出血を主訴に入院した。

入院時の内診所見は先進部が児頭で下降度はSP-1、子宮口は３ｃｍ開大し展退度は60％、子宮頚管

長１４ｍｍ、出血と胎胞を認め、睦分泌物のBTB液検査では青変は認められなかった。

血圧130/78ｍｍＨｇ、尿蛋白（一)、尿糖（一）

血液検査所見：ＷＢＣ１５，０００，Ｈｂ９．５９/ｄｊ、血小板２０万、ＣＲＰ１．２ｍｇ/ｄｊ。

超音波検査所見：胎児推定体重1,5509、ＡＦＩ（羊水インデックス）１２ｃｍ・

入院時の胎児心拍数陣痛図を示す。

次の文を読み、５９～61の問に答えよ。

７２歳の男性。慢性閉塞性肺疾患で通院中である。長時間作用性抗コリン薬と長時間作用性β2刺激

薬を吸入している。最近、咳蹴、il客疾は続いているが、急性増悪はない。しかし、安静時でも呼吸困

雌を自覚するようになった。呼吸機能検査は肺活量３，３６０，J、予測肺活量３，５００，J、１回換気量５４０

，J、努力肺活量3,000ｍＩ、１秒量８４０，J，予測1秒塁２，８００，J・安静時の室内気での動脈血液ガス

分析は、ＰＨ7.36、PaCOo50Torr、Pao’５３Torr，ＨＣＯ５３０ｍＥｑ/jであった。

５９１秒率はどれか。

ａ２４％

ｂ２５％

ｃ２８％

ｄ３０％

ｅ３４％
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６１在宅酸素療法も導入することになり、皿/分より酸素投与を開始した。

この酸素投与量が適切であるかを確認するために適当な検査はどれか。

ａ心電図検査

ｂスパイロメトリ

ｃポリソムノグラフイ

ｄ動脈血液ガス分析

ｅパルスオキシメーター

FI1[唾

６０薬物療法を追加する時、適切なのはどれか。

ａ鎮咳薬

ｂ抗菌薬

ｃテオフィリン

ｄ経口ステロイド薬

ｅ吸入ステロイ ド薬

I2Z2ｴ凸卸 Iﾗｬﾜ識｡寅

胎児心拍数陣痛図

６２最も考えられる疾患はどれか。

ａ前置胎盤

ｂ前期 破水

ｃ切迫早産

ｄ子宮内発育遅延

ｅ常位胎盤早期剥離

６３追加すべき検査はどれか。

ａＭＲＩ

ｂ凝固・線溶検査

ｃ子宮頚管細菌培養

ｄ血液型・交差試験（クロスマッチ）

ｅＩ斉帯血流速度波型分析

６４行うべきことはどれか。

ａ輸血

ｂ帝王切開

ｃオキシトシンの投与

ｄインドメサシンの投与

ｅ塩酸リトドリンの投与

－１０２－２０－－１０２－１９－
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